


















































































日本新聞 1950. 1. 16）たという。『鹿児島県勢要覧 昭和二四年度』（1949）
の「就職者就職地別状況」を見ると，実際には，それ以前の 1948年 4月から
翌 49年 3月の間に「繊維」では県外 17府県へ 8,274人，「石炭」では 3県へ
2,533人，この 2つの産業だけで計 10,807人が県外就職している。1950年 4
月から 51年 3月のデータ（同上『昭和二六年度』，1951）では，「繊維」19














































聞 1952. 2. 5）る必要があった。さらに県職業安定課は同年 4月に「大阪連絡













年 月 日 事 項
1951 学卒者 60人を列車で集団赴任（出水）
1952 『転落婦女子の親元調査』，鹿児島・山形両県で実施














1965 10 30 第 1回県内で働く青少年激励大会＊
1969 3 8 全国初の高校卒就職列車
1970 10 『若きかごしま（県内就職のすすめ）』第 1号発行＊



































































































































































































































































































































































が「全國で二番目」（南日本新聞 1953. 1. 15）となった鹿児島県が「就職促進打
合会」の場として選択されたことにも不思議はない。東北各県と同じく，鹿児島
県においても人身売買や農家の次三男問題の解決のために県外での求人開拓が推
進されていた（南日本新聞 1953. 3. 8）。
眈 付言すれば，「“集団就職列車”の名も実ヘ南日本新聞社が名付け親で，その後全





































人──」『かごしま 20世紀 山河をこえて 下』南日本新聞開発センター，58−
63頁。
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